
２学年ごとの運動会，元気いっぱいに躍動！

校長 佐 藤 栄 一

１０月になり昨今は朝晩の冷え込みが厳しさを増してきました。今年の本校の運動会で
すが，５月２９日（土）から３度の延期の末，１０月５日（火）に１・２年生，１０月６日
（木）に３・４年生，そして，１０月４日（月）からの雨天中止を経て，１０月１３日（水）
に５・６年生を無事終了することができました。

☆
本年度もコロナ禍の影響を受け，２学

年以上で行う学校行事は，この運動会が
はじめてとなりました。このようなこと
から，複数学年が一堂に会して，協力し
たり，競い合ったりするこの運動会は，
子どもたちの成長にとって大変意義深い
ものとなりました。

☆
１・２年生では，徒競走で一生懸命に

ゴールを目指して走ったり，運命走で炭治郎ばかり出るサイコロの目に翻弄されたり，か
わいらしくチコちゃんダンスを踊ったりする姿などが印象的でした。

３・４年生では，徒競走でスピードにのっ
てリズミカルに走る姿や，整然とした開閉会
式に加え，最後まで先生方との勝負を楽しん
だ団体競技などで盛り上がりました。
５・６年生では，徒競走で１００ｍを走り抜

く一人一人の迫力ある姿や，団体競技での抜き
つ抜かれつの接戦だった全員リレーや選手リレ
ーなどが見るものを感動させました。

☆
子どもたちの元気な姿がグラウンドいっぱ

いに躍動する姿を見ると，自然と笑みがこぼれてきます。緊急事態宣言明け直後の運動会
となったことから，子どもたちは直近の１週間に集中して段取りを覚えたり，練習を行っ
たりして，当日を迎えたところですが，どの学年もどの子どもたちも素晴らしいパフォー
マンスでした。

☆
保護者の皆様やご家族の皆様には，お忙し

い中，たくさんの方々のご来校を賜り，最後
まで応援をいただきましたことに心より感謝
申し上げます。また，駐車場の係をお引き受
けいただいたＰＴＡの役員の皆様にも重ねて
感謝申し上げます。今後とも本校の教育活動
の推進に対しまして，温かいご支援を賜りま
すようお願い申し上げ，ご挨拶の言葉とさせ
ていただきます。
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宿泊学習を終えて ５学年担任 中村徹・髙橋奈緒美

１０月８日（金）～９日（土）の一泊二日
で宿泊学習に行ってきました。二日間とも天
気に恵まれ，自然を感じながら過ごすことが
出来ました。
一日目は，森の中でウォークラリーをしま

した。１０個のチェックポイントにある問題
を解きながら，ゴールを目指しました。グル
ープ内でリーダーや地図係など役割分担しな
がら，全部のグループが自分たちの力でゴー
ルすることができました。昼食後は，体育館
で学級ごとにフロアカーリングとボッチャを

しました。どちらの競技も，初めて体験する子がほとんどでしたが，試合数を重ねるごと
に上達して，自チームのボールをジャックボールにピタリと付ける子もいました。夕食後
は，ドミノをしました。グループごとに12,000のピースを使ってトンネルや階段，カーブ
を入れるなど工夫しながら並べて，グループごとに発表しました。夜は天然温泉で一日の
疲れをとり，２２時に就寝しました。
二日目は６時３０分に起床し，身支度をした後，部屋の掃除をしてから朝食に向かいま
した。朝食後，焼き板とストラップ制作をしました。焼き板制作では，木の板をバーナー
で焼いた後，たわしとタオルで磨き上げ，イラストなどを描きました。ストラップ制作で
は，三本の紐を順番に編み込みストラップに
仕上げました。話もせずに黙々と編んでいる
姿が印象的でした。
子ども達は，一泊二日の宿泊学習でたくさ
んの貴重な経験をすることができました。「き
まりや約束を守って安全に行動すること」「友
達と助け合うこと」「あいさつなど感謝の気持
ちを表すこと」の三つのめあてをしっかり守
り，楽しんで活動することができました。
保護者の皆様には，宿泊学習の準備や送迎
など，ご協力いただきありがとうございまし
た。宿泊学習の経験を今後の学校生活に生か
していきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。

＜４年生…ダミー実験会 ９月２４日＞
交通事故の怖さを知り，交通安全の大切さ

について理解を深めるために実施しました。
＜３年生…消防出前授業 １０月８日＞ 前半は，車の死角（運転手から見えないと
消防の仕事などについて学びを深めるた ころ）について学び，車の近くで遊ぶことの

めに実施しました。 危険さを知
火災時に活躍す りました。

るポンプ車を見た 後半は，ダ
り，専門の道具を ミー人形を
手に持って，重さ 使った衝突
や頑丈さを感じた 実験を見ま
り，どのような場 した。子ど
面で使う道具なの もたちの感

かの説明を受けたりしました。 想の中に，
その後は，子ども全員が防火服を着て， 「もしも自分だったらと思うと怖かった。」

ヘルメットも装備し，消防士の仕事の大変 というものがありました。「大切な命は一つ
さを感じていました。後半には，放水も体 しかありません。」との指導員の言葉が心に
験しました。 響いているようでした。
忙しい中，来校いただいた消防署の皆様， 忙しい中，来校いただいた市民安全課の皆

ありがとうございました。 様，ありがとうございました。


